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グラム
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20 吉田和代，江村 正，野出孝一：1年次研修医における心拍変動解析による自律神経機能の検討．
第113回日本内科学会総会・講演会．2016，4，15‐17．日本内科学会雑誌 105（Suppl.）：203．

21 秋吉重康，野出孝一，薬師寺浩之，薬師寺宏達：ある地域における初回頸動脈エコー検査時の有所
見率の検討．日本心エコー図学会第27回学術集会．2016，4，22‐24．超音波検査技術 41（3）：295．

22 小松愛子，秋吉妙美，竹下絵里，東友梨恵，坂本佳子，野出孝一：初回診断時に心筋心膜炎を合併
した潰瘍性大腸炎の一例．第27回心エコー図学会学術集会．2016，4，24．抄録集 58．

23 坂本佳子，柚木順二，秋吉妙美，秋吉重康，梅木俊春，大島まゆみ，挽地 裕，下村光洋，井上洋
平，小松愛子，琴岡紀彦，森田茂樹，野出孝一：重症大動脈弁狭窄症患者における TAVI 術前の
大動脈弁輪計測：CT と心エコー図検査の比較検討．第27回心エコー図学会学術集会．2016，4，
24．抄録集 59．

24 松永和雄，田中達也，野出孝一：当院における院内発症脳梗塞の発症前患者背景因子とステント型
血栓回収機導入後の血管再開通療法についての検討．第5回臨床高血圧フォーラム．2016，5，14‐
15．プログラム・抄録集 192．

25 田中敦史，多胡素子，尾山純一，野出孝一：降圧目標値未達成の高血圧患者に対する従来の ARB
からアジルサルタンへの切替えは，良好な降圧と同時に健康関連 QOL スコアを改善する．第5回
臨床高血圧フォーラム．2016，5，14‐15．プログラム・抄録集 197．

26 野出孝一：SGLT2阻害薬は従来の糖尿病治療薬に比べて大血管障害を抑制する．第59回日本糖尿
病学会年次学術集会．2016，5，19‐21．糖尿病59（Suppl．1）：S‐132．

27 Kato T, Nagatomo D, Node K: Varenicline-assisted smoking cessation improves vascular endothelial
function associated with a reduction in oxidative stress. The 9th International Conferece on the Bi-
ology, Chemistry, and Therapeutic Applications of Nitiric Oxide．2016，5，20‐22．プログラム・
抄録集 84．

28 野出孝一：NO and cardiovascular medicine．第16回日本 NO 学会学術集会．第9回国際 NO 学会．
2016，5，20‐22．プログラム S23．

29 Nagatomo D, Oyama JI, Node K: Endothelia dysfunction in the obstructive sleep apnea syndorome
and effectiveness of continuous positive airway pressue therapy. The 9th International Conferece
on the Biology, Chemistry, and Therapeutic Applications of Nitiric Oxide．2016，5，20‐2．プロ
グラム・抄録集 37．

30 浅香真知子，琴岡憲彦，野出孝一：心不全患者に対する緩和ケアについての意識調査．第21回日本
緩和医療学会学術大会．2016，6，17‐18．Palliative Care Research：11（Suppl.）：S296．

31 野出孝一：大血管障害進展抑制を見据えた糖尿病治療．第48回日本動脈硬化学会総会・学術集会．
2016，7，14‐15．プログラム・抄録集 169．

32 野出孝一：SGLT2阻害薬は心不全を予防するか．第3回 iHF フォーラム．2016，8，6‐7．プ
ログラム 1．

33 佐久間理吏，井上晃男，野出孝一，Daniel Simon：急性冠症候群における炎症マーカー myeloid-
related protein-8/14（MRP-8/14）の意義．第64回日本心臓病学会学術集会．2016，9，23‐25．プ
ログラム 55．

34 琴岡憲彦，浅香真知子，長友大輔，野出孝一：慢性心不全の遠隔モニタリング．第64回日本心臓病
学会学術集会．2016，9，23‐25．プログラム 105．
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35 錦戸利幸，尾山純一，長友大輔，琴岡憲彦，挽地 裕，野出孝一：BMI の減少は心不全増悪によ
る再入院の頻度と予後に関連する．第64回日本心臓病学会学術集会．2016，9，23‐25．プログラ
ム 163．

36 長友大輔，琴岡憲彦，尾山純一，野出孝一：CRT 早期の左室収縮末期径の縮小率は，1年後の左
室収縮率改善率と関連する．第64回日本心臓病学会学術集会．2016，9，23‐25．プログラム 164．

37 野出孝一：糖尿病治療の最前線．第64回日本心臓病学会学術集会．2016，9，23‐25．プログラム
128．

38 浅香真知子，野出孝一：心不全患者に対する緩和ケアについての意識調査．第64回日本心臓病学会
学術集会．2016，9，23‐25．プログラム 319．

39 錦戸利幸，尾山純一，白木 綾，薦田 洋，野出孝一：Apoptosis inhibitor of macrophage（AIM）
の欠損は急性心筋梗塞における炎症反応と梗塞サイズを減少する．第39回日本高血圧学会総会．
2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録集 405．

40 野出孝一，加藤 徹：バレニクリンを用いた禁煙は酸化ストレスを軽減し血管内皮機能を改善させ
る．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録集 418．

41 錦戸利幸，尾山純一，慶田毅彦，大平 洋，野出孝一：大動脈解離における慢性期血圧管理につい
ての検討．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録集 180．

42 錦戸利幸，尾山純一，慶田毅彦，大平 洋，野出孝一：心筋梗塞後の心機能障害に対するビルダグ
リプチンの効果と安全性．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録
集 416．

43 錦戸利幸，尾山純一，白木 綾，薦田 洋，野出孝一：緑茶カテキンの MsSOD 欠損マウスにおけ
る心不全振興の抑制効果．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録
集 408．

44 松永和雄，田中達也，後藤公文，桃崎宣明，野出孝一：当院における脳梗塞患者における発症時血
圧と退院時 modified Rakin Scale（mRS）の検討．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，
2．プログラム・抄録集39回 Page423（2016．09）．

45 中村敏子，野出孝一：喫煙のリスクと介入．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．
プログラム・抄録集 306．

46 田中敦史，東 幸仁，冨山博史，山科 章，野出孝一：血清尿酸値と血管機能の連関解析 FMD‐
J 研究B．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録集39回 Page356
（2016．09）．

47 田中敦史，尾山純一，野出孝一：職場検診における NT-proBNP の測定からみえてくる患者像と心
血管リスク因子との関連．第39回日本高血圧学会総会．2016，9，30‐10，2．プログラム・抄録
集 386．

48 Unal H，Karnik S，高橋健太郎，藤平和弘，馬場久光，野出孝一：AT1受容体活性構造変化によ
るインバースアゴニスト活性減弱の分子メカニズム．第54回全国大学保健管理研究集会．2016，10，
5‐6．プログラム・抄録集 48．

49 Kuwano A, Nagatomo D, Higashi Y, Kotooka N, Node K: A Case Elderly Heart Failure Patient with
Cardiac Cachexia; How should We Improve Malnutrition?．第20回日本心不全学会学術集会．2016，
10，7‐9．プログラム・抄録集 445．
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50 井上明江，琴岡憲彦，野出孝一：医療従事者の末期心不全患者に対する終末期医療の認識．第20回
日本心不全学会学術集会．2016，10，7‐9．プログラム・抄録集 379．

51 琴岡憲彦，長友大輔，浅香真知子，野出孝一：植込み型補助人工心臓による心臓移植待機患者にお
けるチーム医療の一例．第20回日本心不全学会学術集会．2016，10，7‐9．プログラム・抄録集
160．

52 古島智恵，浅香真知子，琴岡憲彦，野出孝一：心不全患者に対する緩和ケアについての意識調査．
第20回日本心不全学会学術集会．2016，10，7‐9．プログラム・抄録集 379．

53 Tanaka A, Node K: Are there vascular protective effects in newer anti-daiabetic agents?. The 24th
Annual Meeting of the Japanese Vascular Biolgoy and Medicine Organization. 2016, 12, 8-10. Pro-
gram・Abstracts: 75.

54 Natsuaki M, Node K: Influence of diabetes in patients with ischemic heart disease. The 24th Annual
Meeting of the Japanese Vascular Biolgoy and Medicine Organization. 2016, 12, 8-10. Program・Ab-
stracts: 74.

地方規模の学会
1 柚木純二，挽地 裕，下村光洋，坂本佳子，野上英次郎，井上洋平，古川浩二郎，野出孝一，森田

茂樹：TAVI における Corevalve の使用経験．第120回日本循環器学会九州地方会．2016，6，25．
プログラム 31．

2 井手則子，七田茂輝，金子哲也，矢島あゆむ，下村光洋，小松愛子，琴岡憲彦，進藤岳郎，野出孝
一：発症に GVHD の関与が疑われた劇症型心筋炎の1例．第120回日本循環器学会九州地方会．
2016，6，25．プログラム 32．

3 野出孝一：心血管不全治療に向けた血糖管理．第241回日本循環器学会関東甲信越地方会．2016，
9，17．プログラム 12．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 野出 孝一 厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・
糖尿病等生活
習慣病対策総
合 研 究 事 業
（分担）

ハイリスク糖尿病患者における糖尿病
薬，血糖管理と大血管障害発症に関す
る Comparative Effectiveness Re-
search（2012－2016）

0

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究A
（分担）

バイオ3D プリンタ，幹細胞技術を用
いた心血管組織の開発と，組織内細胞
動態の解明（2016－2020）

300

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

新規組織工学による次世代型血管外科
再生治療法の開発（2014－2016）

100

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

診断群分類包括評価データを用いた従
来手術と新たな低侵襲手術の費用対効
果の比較（2015－2017）

200

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

新人医療従事者のストレス，勤務環境，
蓄積的疲労と自律神経機能の変動に関
する検討（2016－2020）

10

教 授 野出 孝一 日本医療研究開発機構研究
費

循環器疾患・
糖尿病等生活
習慣病対策実
用化研究事業
（分担）

心血管イベントの一次予防戦略に用い
る MRI による非侵襲的冠動脈ハイリ
スクプラーク診断体制の構築（2016）

385

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 浅香真知子 第21回日本緩和医療学会学術大会 一
般演題「最優秀演題」

心不全患者に対する緩和ケアについての意識調査

客 員
研究員

錦戸 利幸 Travel grant winner; Hypertension
Seoul 2016 The 26th Scientific Meet-
ing of the International Society of hy-
pertension

EGCG, a green tea catechin, attenuates the progres-
sion of heart failure induced by the heart/muscle-
specific deletion of MnSOD in mice

研究助成等

学術（学会）賞
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